
北見市地域公共交通会議における地域公共交通確保維持改善事業の概要

○夕陽ケ丘線（小泉8号－西8号－小泉8号）
平成３０年度１日あたりの乗車人数 ４１７人の３％増をめざす。

目標 １日の乗車人数 ４２９人
○川東・若松地域コミュニティバス線
平成３０年度１日あたりの乗車人数 ３６人からの改善をめざす。

目標 １日あたりの乗車人数 ３７人

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標
令和２年１月１６日 令和元年度第３回会議 開催
・令和元年度地域公共交通確保維持事業・事業評価について

令和２年４月２０日 令和２年度第１回会議（書面協議）
・市営バスの運賃変更について

令和２年７月２２日 令和２年度第２回会議 （書面協議）
・令和３年度地域内フィーダ―系統確保維持計画について
・北見市営バスに係る自家用有償旅客運送の登録申請について

令和３年１月８日 令和２年度第３回会議（書面協議）
・令和２年度地域公共交通確保維持改善事業・事業評価について

令和２年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

北見市は北海道の東部に位置するオホーツク圏最大の都市である。地域の
公共交通は鉄道（ＪＲ）、路線バス、タクシーであるが、特に市民の移動手段
となる路線バスは社会情勢の変化に伴い、年々利用者数が減少傾向にあ
る。しかしながら、公共交通は日常生活の中で、重要な役割を担っており、
超高齢社会を迎える本市での必要性はより一層高まってくることが推測され
る。このことから、持続可能な公共交通の体制を構築することを目標に掲
げ、地域間幹線系統と接続するフィーダー系統を組合わせることによって生
活交通ネットワークの構築を進めていく。

○夕陽ケ丘線（循環線：小泉8号－西8号－小泉8号）
・運行日数 364日・運行回数 平日及び土日祝日14回/日 計5,096回 ・運賃 市内均一210円（片道）
小泉8号を起点・終点とする循環線である。運行経路には、大型商業施設、医療施設、大学、高校等が含まれており、通称「買い物バス」として運行
している。
○川東・若松地域コミュニティバス線（北見－川東・若松－北見）
・運行日 365日 ・運行回数 平日9回（往復）、休日8回（往復） 計3,165回 ・運賃 路線バス区間均一210円（片道） デマンド区間420円（片道）
北見バスターミナルを起点・終点とする路線バス区間とデマンドバス区間による運行を行っている。若松大橋から川東住宅街を廻り、北見老人ホー
ムまでを路線バス区間とし、北見老人ホームから川東郊外及び若松地域を予約制のデマンドバス区間として運行している。

地域公共交通の現況

・ＪＲ石北本線（北見駅、他９駅）
・北海道北見バス（株）（２５路線）、網走バス㈱ （２路線）、市
営バス（２路線）
・スクールバス（１３路線）
・タクシー（市内４事業者）



令和２年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

【夕陽ヶ丘線、川東・若松地域コミュニティバス線】
・環境にやさしい公共交通についての情報を掲載した「ニュースレター」を発行し、全戸に配布した。
・COOL CHOICEと連携し、「低酸素型社会の実現に向けての公共交通の利用」をテーマとしたシンポジウムを開催した。
・COOL CHOICEと連携し、公共交通はＣＯ₂排出量が少ないことなどの情報を北見市交通マップに掲載し、

公共交通利用の促進を図った。

２

２）運行系統

川東・若松地域
コミュニティバス線
運行経路図



３

３）利用実績

４）収入実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

Ｒ１ 1,003 960 1,153 974 946 1,108 1,226 997 990 1,124 1,024 1,011
Ｒ２ 972 995 1,110 1,059 997 533 549 525 627 659 613 621

0
500

1,000
1,500 単位：人令和2年度川東・若松地区バス利用者数月別実績（前年度との比較）

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

Ｒ１ 14,996 16,346 17,362 16,788 14,505 14,058 14,864 11,743 10,717 10,118 10,258 12,013
Ｒ２ 16,628 19,276 16,548 16,703 13,307 10,005 11,006 8,014 13,443 8,497 6,818 8,236
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単位：人令和2年度夕陽ケ丘線バス利用者数月別実績（前年度との比較）

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

Ｒ１ 2,143,623 2,369,897 2,631,782 2,634,483 2,249,431 2,076,234 2,041,820 1,651,973 1,443,732 1,296,126 1,091,081 1,375,167
Ｒ２ 2,355,809 2,771,283 2,536,166 2,446,328 2,031,770 1,550,813 1,732,982 1,356,332 2,052,461 1,165,196 1,001,837 1,146,342
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単位：円令和２年度夕陽ケ丘線バス収入月別実績（前年度との比較）

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

Ｒ１ 30,893 33,143 44,090 43,210 46,579 43,295 38,932 33,719 38,256 39,572 31,496 27,531
Ｒ２ 20,791 22,519 32,448 36,573 36,785 24,347 14,688 9,650 9,741 9,741 23,744 11,087
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単位：円令和２年度川東・若松地区バス収入月別実績（前年度との比較）



６）目標・効果達成状況

○夕陽ケ丘線

利用目標４２９人/日に対し、実績は４０７人/日であった。
新型コロナウイルス感染症の影響により、２・３月は例年よ
り少なかった。５・７・８・９月が昨年度からかなり利用者数が
減少した。夏季も公共交通の利用を避ける傾向があったと
推測できる。

○川東・若松地域コミュニティバス線

利用目標３７人/日に対し、実績は２５人/日と、目標に達す
ることができなかった。要因として、新型コロナウイルス感
染症の影響により、外出の自粛や公共交通を避ける気運
が広がったことが考えられる。一方で、感染症拡大の影響
を受ける前の月別利用実績が３７人/日に達していなかった
ことから、利用者数全体が減少していると考えられる。

４

７）事業の今後の改善点

○夕陽ケ丘線
新型コロナウイルス感染症の拡大状況を見極めながら、沿
線住民への啓発活動による利用促進だけでなく、イベント等
において、全市民を対象にした利用促進を実施し、利用の
回復に努める。

○川東・若松地域コミュニティバス線
利用状況や地域の実情に合わせた運行ダイヤの見直しを
検討するため、実態調査を行う。また、新型コロナウイルス
感染症の一定程度収束後には利用回復につながる取組み
の実施を検討する。
さらに、地域住民や高齢者等に対して、当路線を利用しやす
くなるような情報提供を行う。

・自己評価のとおり事業は適切に実施された。
・新型コロナウィルス感染症の影響により、目標を達成する

ことができなかったが、COOL CHOICEといった他の施策と
連携した利用促進の取り組みを行っており、引き続き地域
公共交通網形成計画に基いた利用促進策の取組を継続す
ることを期待する。

・持続可能な公共交通を維持する観点から、収支率といった
事業効率の改善につながる目標を設定することもご検討い
ただきたい。

○夕陽ヶ丘線
事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された。

○川東・若松地域コミュニティバス線
事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


